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九州 (陸地) に挟まれた凹所となっている｡ この様な地形の




Ａ, Ｂ, Ｃ, 海域 (トロール漁場) での曳網回数を	

３に, 採取したゴミ個数とゴミ重量 () を	
４, ５に,
単位面積あたりのゴミ重量 () (以後ゴミ量と記す)














と, 年, 年が～個であり, 年は
個と多かった｡ これは, 年, 年では刺網等の








































できたゴミの国名としては, 日本, 中国 (台湾も中国に含め
た), 韓国, インドネシア, フィリピン, イスラエルがあっ
た｡ この中で, インドネシア, フィリピン, イスラエルは他
の３ヵ国と比べ, 採取される個数が３年間で１～２個と非常
に少なく, これらの国籍の船舶を調査海域で見かける頻度も




８, ９に示した｡ 操業海域Ａ, Ｂ, Ｃは日本,



















内田, 森井, 山脇, 筒井, 吉村, 合田：東シナ海の海底ゴミ
年, 年も年と同様に, 中国製のゴミが多い｡ 年
のＡ海域で, 中国製のゴミが他の年のＡ海域の値より顕著に
大きくなっている｡ これは, 年７～８月にかけて, 中国
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これらのことを考慮し, 日本製と韓国製のゴミの推移を考え




















域の海底は２に示したように, Ａ, Ｂ, Ｃの海域と異な
















 !" "" #	$) に, ゴ
ミの種類を%&に示した｡ 年代半ばから中国船の進









今回の調査でもＡ, Ｂ, Ｃ海域の内, Ａ海域で中国製のゴミ












とや, 日本近海 (今回の調査ではＤ海域) で顕著に日本製の
ゴミ数が多いという結果から, 河川からのゴミの流入も堆積




















































また, 回収したゴミの処分という問題もある｡ 処分場, コ
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